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【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
患者中の腫瘍においてＰＡＲＰ１媒介性腫瘍壊死を誘導するための医薬組成物であって、
該医薬組成物が、剤形中に療法上有効量のＺｎ（ＩＩ）塩およびγ－ポリグルタミン酸キ
ャリヤーを含み；
　前記のγ－ポリグルタミン酸キャリヤーが、γ－ポリグルタミン酸、腫瘍標的化γ－ポ
リグルタミン酸誘導体、電荷修飾γ－ポリグルタミン酸誘導体および腫瘍標的化電荷修飾
γ－ポリグルタミン酸誘導体から選択される１以上のキャリヤーを含む、医薬組成物。
【請求項２】
請求項１に記載の医薬組成物であって、前記の腫瘍が、薬物耐性表現型を有する、医薬組
成物。
【請求項３】
請求項２に記載の医薬組成物であって、前記の薬物耐性表現型が、機能不全のｐ５３であ
る、医薬組成物。
【請求項４】
請求項２に記載の医薬組成物であって、前記の薬物耐性表現型が、ＭＤＲ１の過剰発現で
ある、医薬組成物。
【請求項５】
請求項２に記載の医薬組成物であって、前記の薬物耐性表現型が、ＭＲＰ１の過剰発現で
ある、医薬組成物。
【請求項６】
請求項１～５のいずれか１項に記載の医薬組成物であって、前記の剤形中における前記の
Ｚｎ（ＩＩ）塩および前記のγ－ポリグルタミン酸キャリヤーが、療法量のＮＦ－κＢ阻
害剤との組み合わせで療法量で投与される、医薬組成物。
【請求項７】
請求項１～６のいずれか１項に記載の医薬組成物であって、前記の剤形が、固体剤形また
は液体剤形である、医薬組成物。
【請求項８】
請求項７に記載の医薬組成物であって、前記の剤形が、固体剤形であり、錠剤、ミニ錠剤
、硬カプセル、軟カプセル、カプレット、ゼラチンカプセル、経口崩壊性フィルム、顆粒
、ペレット、ペーストおよび粉末小袋から選択される、医薬組成物。
【請求項９】
請求項７に記載の医薬組成物であって、前記の剤形が、液体剤形であり、液体溶液、液体
懸濁液、シロップおよび経口スプレーから選択される、医薬組成物。
【請求項１０】
請求項７に記載の医薬組成物であって、前記の投与工程が、経口投与および注射投与から
選択される、医薬組成物。
【請求項１１】
（ｉ）薬学的に許容可能なＺｎ（ＩＩ）塩ならびに（ｉｉ）腫瘍標的化部分および／また
は電荷修飾部分によって修飾されているγ－ポリグルタミン酸を含むγ－ポリグルタミン
酸キャリヤーを含む医薬組成物。
【請求項１２】
請求項１１に記載の医薬組成物であって、前記の腫瘍標的化部分が、葉酸、５Ｎ，１０Ｎ
－ジメチルテトラヒドロフォレートおよびＲＧＤペプチドから選択され、前記の部分のい
ずれかの組み合わせが、γ－ポリグルタミン酸に共有結合的に連結されている医薬組成物
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【請求項１３】
請求項１１または１２に記載の医薬組成物であって、前記の電荷修飾部分が、クエン酸、
エチレンジアミン四酢酸、１，４，７，１０－テトラシクロドデカン－Ｎ，Ｎ’，Ｎ''，
Ｎ'''－四酢酸およびジエチレントリアミン五酢酸から選択され、前記の部分のいずれか
の組み合わせが、γ－ポリグルタミン酸に共有結合的に連結されている医薬組成物。
【請求項１４】
請求項１１～１３のいずれかに記載の医薬組成物であって、さらに（ｉｉｉ）γ－ポリグ
ルタミン酸を含む医薬組成物。
【請求項１５】
請求項１１～１４のいずれか１項に記載の医薬組成物であって、前記のＺｎ（ＩＩ）塩の
実質的な部分が、Ｚｎ（ＩＩ）イオンの前記γ－ポリグルタミン酸キャリヤーとの結合し
た複合体である医薬組成物。
【請求項１６】
請求項１１～１４のいずれか１項に記載の医薬組成物であって、（ｉ）前記のＺｎ（ＩＩ
）塩および（ｉｉ）前記のγ－ポリグルタミン酸キャリヤーが、固体混合物中で一緒に混
合される医薬組成物。
【請求項１７】
請求項１１～１６のいずれか１項に記載の医薬組成物であって、さらにＮＦ－κＢ阻害剤
を含む医薬組成物。
【請求項１８】
請求項１１～１７のいずれか１項に記載の医薬組成物であって、固体剤形として配合され
る医薬組成物。
【請求項１９】
請求項１８に記載の医薬組成物であって、前記の固体剤形が、さらに胃耐性結合剤および
／または胃耐性外部コーティングを含む医薬組成物。
【請求項２０】
請求項１１～１７のいずれか１項に記載の医薬組成物であって、液体剤形として配合され
る医薬組成物。
【請求項２１】
請求項２０に記載の医薬組成物であって、前記の液体剤形が、注射に適している医薬組成
物。
【請求項２２】
請求項２０または２１に記載の医薬組成物であって、前記の液体剤形が、さらに胃耐性材
料を含む医薬組成物の懸濁液である医薬組成物。
【請求項２３】
患者において腫瘍を処置するための、請求項１１～２２のいずれか１項に記載の医薬組成
物。
【請求項２４】
請求項２３に記載の医薬組成物であって、前記の腫瘍が、機能不全のｐ５３、ＭＤＲ１過
剰発現およびＭＲＰ１過剰発現から選択される薬物耐性表現型を有する、医薬組成物。
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